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津
市
消
防
本
部
・
野
田
重
門

消
防
長
は
、
「
大
き
な
災
害
は

単
一
機
関
で
は
対
応
が
困
難

で
あ
り
、
全
体
と
し
て
ス
ム
ー

ズ
に
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た

が
、
各
機
関
で
反
省
点
は
改
善

し
て
有
事
に
備
え
て
い
っ
て

欲
し
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。 

ま
た
、
訓
練
後
は
、
津
市
消

防
本
部
中
消
防
署
中
署
職
員

に
よ
る
、
ト
ン
ネ
ル
内
で
の
事

故
発
生
時
の
実
証
研
修
が
行

わ
れ
、
実
際
に
煙
を
発
生
さ

せ
、
濃
煙
が
ど
の
よ
う
に
流
れ

る
か
、
事
故
発
生
時
の
ト
ン
ネ

ル
内
の
耐
熱
温
度
や
対
処
法
、

無
線
通
信
テ
ス
ト
等
、
両
市
消

防
職
員
は
、
実
災
害
に
備
え
熱

心
に
受
講
し
て
い
ま
し
た
。 
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新長野トンネル開通前に訓練を行う津市、伊賀市の両消防本部 

○○
新新
長長
野野
トト
ンン
ネネ
ルル
開開
通通
にに
伴伴
いい

関関
係係
機機
関関
とと
合合
同同
訓訓
練練
をを
実実
施施  

津
市
と
伊
賀
市
の
境
界
を
走
る
、

国
道
１
６
３
号
の
新
長
野
ト
ン
ネ
ル

の
開
通
に
伴
い
、
津
市
消
防
本
部
、

伊
賀
市
消
防
本
部
、
県
警
察
本
部
、

県
建
設
事
務
所
は
、
七
月
二
日
、
交

通
事
故
を
想
定
し
て
、
合
同
で
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。 

訓
練
は
、
伊
賀
市
側
出
口
付
近
で
、

軽
乗
用
車
と
ト
ラ
ッ
ク
が
衝
突
し
、

後
続
の
小
型
バ
ス
を
巻
き
込
む
多
重

事
故
が
発
生
、
複
数
の
負
傷
者
が
出

た
と
の
想
定
で
各
機
関
か
ら
計
六
十

五
名
が
参
加
し
て
実
践
さ
な
が
ら
の

緊
張
感
の
な
か
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

↑濃煙の実証研修を行う両市消防職員 

➝
救
助
活
動
を
行
う

伊
賀
市
消
防
本
部
救

助
隊 

↓
救
助
・
救
出
活
動

を
行
う
津
市
消
防
本

部
救
助
隊
と
救
急
隊 
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① 
        

                              

○○
三三
重重
県県
消消
防防
操操
法法
大大
会会  

  
  

津
県
内
十
二
消
防
団
が
出
場
し
、
競

技
種
目
は
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
と
い

う
種
目
で
、
炎
天
下
の
中
、
県
内
の

代
表
消
防
団
員
が
安
全
性
・
確
実

性
・
迅
速
性
を
競
う
も
の
で
、
津
市

か
ら
は
、
津
市
津
消
防
団
と
津
市
久

居
消
防
団
の
二
団
が
出
場
し
、
日
ご

ろ
の
訓
練
の
成
果
を
披
露
し
ま
し

た
。 

津
市市
かか
らら
はは
二二
消消
防防
団団
出出
場場  

三
重
県
と
県
消
防
協
会
（
谷
口
繁

喜
会
長
）
主
催
で
、
七
月
十
九
日
に

県
消
防
学
校
（
鈴
鹿
市
石
薬
師
町
）

に
お
い
て
「
平
成
二
十
年
度
消
防
操

法
大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
デ
イ

ジ
ー
分
団
（
津
市
津
消
防
団
）
に
よ

る
消
防
団
多
機
能
型
消
防
車
の
取
扱

訓
練
も
行
わ
れ
ま
し
た
。 

○○
北北
消消
防防
署署
北北
署署
でで  

土土
のの
うう
製製
作作
機機
をを
製製
作作  

 

北
消
防
署
北
署
で
は
、
台
風
や

集
中
豪
雨
等
の
出
水
に
備
え
、
土

の
う
製
作
機
を
製
作
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
土
の
う
製
作
機
は
、
直
接

土
の
う
袋
を
触
ら
ず
に
、
土
の
う

が
製
作
出
来
る
も
の
で
、
軽
易
な

作
業
で
、
一
度
に
最
大
四
袋
を
迅

速
に
製
作
出
来
る
も
の
で
す
。 

 

製
作
し
た
山
田
美
男
消
防
司
令

は
、
「
一
刻
を
争
う
緊
急
災
害
時

に
活
用
し
た
い
で
す
」
と
述
べ
て

い
ま
し
た
。 

 

製
作
機
に
関
す
る
お
問
い
合
わ

せ
は
北
消
防
署
北
署
☎
（
二
三
二
）

三
〇
九
二
ま
で
。 

こ
の
行
事
は
、
防
災
教
育
の

一
環
と
し
て
、
今
年
で
十
三
回

目
を
迎
え
、
松
下
分
団
長
を
は

じ
め
各
団
員
が
、
小
学
生
に
消

防
団
の
活
動
の
説
明
や
起
震

車
に
よ
る
地
震
体
験
、
初
期
消

火
訓
練
、
放
水
訓
練
等
の
体
験

を
通
じ
て
、
防
火
意
識
の
普
及

に
努
め
て
い
ま
し
た
。 

 

中
谷
貴
重
子
学
年
主
任
は
、

「
災
害
時
に
と
て
も
有
効
な

経
験
が
出
来
た
こ
と
を
子
供

た
ち
全
員
が
喜
ん
で
い
ま
し

た
。
団
員
方
々
の
暖
か
い
人
柄

に
ふ
れ
、
地
域
を
愛
し
、
地
域

に
根
付
い
た
消
防
団
活
動
の

す
ば
ら
し
さ
を
実
感
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
一
日
で
し
た
」
と

述
べ
て
い
ま
し
た
。 

 

○○
成成
美美
小小
学学
校校
のの
児児
童童  

久久
居居
消消
防防
団団
詰詰
所所
をを
見見
学学  

 

津
市
立
成
美
小
学
校
の
四
年
生

の
児
童
が
七
月
二
十
日
、
同
市
久

居
消
防
団
第
四
分
団
（
松
下
浩
己 

分
団
長
）
の
詰
所
を
社
会
見
学
と

し
て
訪
れ
ま
し
た
。

○○
本本
格格
的的
なな
夏夏
をを
迎迎
ええ  

熱熱
中中
症症
のの
研研
修修
をを
実実
施施  

 

津
市
消
防
本
部
は
、
七
月
十
七

～
十
八
日
、
本
格
的
な
熱
中
症
の

時
期
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
大
塚

製
薬
株
式
会
社
津
出
張
所
の
今
川

智
之
氏
に
よ
る
、
熱
中
症
対
策
の

研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

研
修
は
、
同
市
消
防
職
員
六
十

五
名
が
参
加
し
、
熱
中
症
の
基
本

的
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
発
症
の
防
止

法
、
万
一
発
症
し
た
場
合
の
処
置

等
、
詳
細
な
デ
ー
タ
に
基
づ
く
分

析
や
対
応
方
法
等
に
つ
い
て
行
わ

れ
、
参
加
し
た
職
員
は
熱
心
に
受

講
し
て
い
ま
し
た
。 

受
講
し
た
職
員
か
ら
は
「
消
火

活
動
等
に
お
け
る
熱
中
症
の
予
防

や
、
救
急
現
場
で
熱
中
症
患
者
の

適
切
な
処
置
に
役
立
て
た
い
」
と

述
べ
て
い
ま
し
た
。 

 
 

↑操法を披露す

る津市津消防団 

↓操法を披露する

津市久居消防団 

➝取扱訓練を行

うデイジー分団 

↑熱心に受講する職員 

②

③ 

④

⑤ 

↑地震の説明に聴き入る成美小学校の児童 
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○○
白白
山山
消消
防防
署署  

白白
山山
署署  

  
  
  

～～  

ほほ
ふふ
くく
救救
出出
隊隊  

～～

 

今
月
は
、
東
海
地
区
消
防
救
助
技
術
指
導
会
に
出
場

す
る
白
山
署
ほ
ふ
く
救
出
隊
を
紹
介
し
ま
す
。 

こ
の
ほ
ふ
く
救
出
と
い
う
種
目
は
、
三
人
一
組
（
要
救

助
者
を
含
む
）
で
行
い
、
ス
タ
ー
ト
位
置
か
ら
十
メ
ー
ト

ル
先
に
あ
る
用
具
置
台
に
て
救
助
者
は
空
気
呼
吸
器
を

着
装
し
、
補
助
者
は
確
保
ロ
ー
プ
及
び
小
綱
を
救
助
者
の

両
足
首
に
結
着
し
た
後
、
救
助
者
が
八
メ
ー
ト
ル
の
煙
道

を
進
入
し
て
要
救
助

を
屋
外
に
救
出
し
、
二
人
が
協
力

し
て
要
救
助
者
を
ゴ
ー
ル
ま
で
安
全
確
実
に
搬
送
す
る

所
要
時
間
を
評
価
す
る
も
の
で
す
。 

隊
員
の
今
年
の
チ
ー
ム
テ
ー
マ
は
、「One For All

、

All For One

」
で
全
国
大
会
出
場
を
目
指
し
て
訓
練
を

行
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
も
東
海
地
区
の
代
表
と
し
て
全

国
大
会
出
場
を
果
た
し
て
い
る
だ
け
に
、
今
年
も
期
待
さ

れ
ま
す
。 

こ
の
日
々
訓
練

む
隊
員
に
つ
い
て
、
一
問
一

答
形
式
で
レ
ポ
ー
ト
し
て
み
ま
し
た
。 

質
問
項
目
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。 

①
救
助
隊
に
な
っ
た
き
っ
か
け 

②
救
助
訓
練
を
通
じ
て
あ
な
た
が
目
標
と
す
る
テ

ー
マ
は
？ 

③
実
務
も
含
め
、
救
助
隊
を
し
て
良
か
っ
た
こ
と

は
？ 

④
日
々
の
訓
練
等
で
辛
い
こ
と
は
？ 

⑤
余
暇
は
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
ま
す
か
？ 

⑥
最
後
に
好
き
な
こ
と
を
ど
う
ぞ 

 

  

若

者に
励

若
林林  
久久
史史
（（
三三
〇〇
歳歳
））  

補補
助助
員員  
チチ
ーー
ムム
リリ
ーー
ダダ
ーー

①
憧
れ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
仲
間
に
声
を
か
け
て

も
ら
っ
た
の
が
一
番
の
き
っ
か
け
で
す 

②
技
術
の
向
上
、
そ
し
て
現
場
に
活
か
せ
る
こ
と

③
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
難
し
さ
を
知
り
、
仲
間
を
信

  

じ
る
こ
と
が
で
き
た 

 

④
ノ
ミ
の
心
臓
な
の
で
、
誰
か
が
見
て
い
る
と

失
敗
し
ま
す
。
そ
れ
が
辛
い
で
す 

 

⑤
風
呂
に
入
っ
て
疲
れ
を
取
る 

 

⑥
周
り
の
皆
様
に
感
謝
し
つ
つ
、
全
国
大
会
二

年
連
続
出
場
を
目
指
し
ま
す 

 

中中
嶋嶋  

勇勇
輔輔
（（
二二
六六
歳歳
））  

救救
助助
者者  

 

①
救
助
大
会
に
出
場
し
て
み
た
か
っ
た
か
ら 

 

②
訓
練
で
培
っ
た
精
神
力･

体
力･

技
術
を
今

後
の
消
防
人
生
に
活
か
し
た
い 

 

③
精
神
力
・
体
力
・
技
術
が
向
上
し
た
こ
と 

 

④
煙
道
内
で
要
救
助
者
を
引
く
こ
と 

⑤
ジ
ョ
ギ
ン
グ
、
温
泉 

⑥
訓
練
に
集
中
で
き
る
環
境
を
作
っ
て
く
れ

る
同
僚
や
先
輩
に
感
謝
し
ま
す 

 

上上
田田  

隆隆
広広
（（
二二
三三
歳歳
））  

要要
救救
助助
者者  

 

①
若
い
時
に
し
か
出
来
な
い
と
思
っ
た
か
ら 

 

②
技
術
の
習
得
、
向
上 

 

③
新
し
い
知
識
及
び
技
術
が
身
に
つ
い
た
こ

と 

 

④
結
索
が
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と 

 

⑤
ジ
ョ
ギ
ン
グ 

 

⑥
要
救
助
者
だ
け
で
終
わ
ら
ず
、
来
年
は
救
助

者
や
補
助
員
に
な
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま

す 

  

東
海
地
区
消
防
救
助
技
術
指
導
会
は
、
八
月

五
日
に
三
重
県
消
防
学
校
（
鈴
鹿
市
石
薬
師
町
）

に
て
行
わ
れ
ま
す
。 

大
会
は
自
由
に
見
学
出
来
ま
す
の
で
、
地
域

の
安
心
・
安
全
を
守
る
消
防
救
助
隊
員
の
勇
姿

を
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

 

がががんんんばばばれれれ RRReeessscccuuueee！！！   白白白山山山消消消防防防署署署   白白白山山山署署署（（（ほほほふふふくくく救救救出出出隊隊隊）））   
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○○
編編
集集
後後
記記  

 

私
は
バ
イ
ク
が
趣
味
で
、
七
月

二
十
日
～
二
十
一
日
に
、
鈴
鹿
サ

ー
キ
ッ
ト
で
バ
イ
ク
ク
ラ
ブ
の
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
し
た
。 

全
国
各
地
か
ら
一
〇
〇
人
を
超

え
る
友
人
が
集
ま
り
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
が
、
梅
雨
明
け
直
後
の
猛

暑
で
、
熱
中
症
に
な
り
か
け
て
い

る
友
人
が
い
ま
し
た
。
北
海
道
や

山
間
部
の
比
較
的
涼
し
い
地
域
か

ら
お
越
し
の
友
人
に
は
、
こ
の
暑

さ
は
厳
し
か
っ
た
よ
う
で
す
。 

 

幸
い
に
も
重
症
に
は
至
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
夏
の
レ
ジ
ャ
ー
に

お
出
か
け
の
際
は
、
ス
ポ
ー
ツ
ド

リ
ン
ク
等
に
よ
る
早
め
の
水
分
補

給
や
日
陰
に
入
る
な
ど
、
熱
中
症

に
は
十
分
注
意
し
た
い
で
す
ね
。

（
大
東
雄
一
） 

☆☆  ８８月月のの主主なな行行事事  ☆☆  
 

・ 8 月 5 日（火） 

  消防技術東海地区指導会 

  （三重県消防学校） 

・ 8 月 24 日（日） 

  一般公募普通救命講習 

  （北消防署北署）   

・ 8 月 31 日（日） 

 津市総合防災訓練 

（久居駐屯地） 

○
石
山
観
音
磨
崖
仏 

石
山
観
音
磨
崖
仏 

こ
の
場
所
は
、
県
道
津
関
線
沿
い

の
楠
原
地
区
か
ら
南
西
の
山
中
に
入

っ
た
と
こ
ろ
に
あ
り
、
標
高
は
約
一

六
〇
ｍ
で
山
全
体
が
一
つ
の
石
か
ら

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
と
こ
ろ
ど
こ

ろ
に
四
十
体
余
り
の
石
仏
が
あ
り
、

い
く
つ
か
は
石
に
直
接
彫
り
つ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
直
接
石

に
彫
り
付
け
ら
れ
た
仏
像
は
磨
崖
仏

（
ま
が
い
ぶ
つ
）
と
言
わ
れ
、
そ
の

多
く
が
観
音
像
で
あ
る
の
で
石
山
観

音
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
中
で
も
「
阿
弥
陀
如
来
立
像
」

「
地
蔵
菩
薩
立
像
」「
聖
観
音
立
像
」

の
三
点
が
三
重
県
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
石
山
は
三
重
県
下
で
は
他
に

例
の
少
な
い
磨
崖
石
仏
群
を
な
し
て

い
て
、
そ
の
沿
革
に
つ
い
て
は
不
明

で
す
が
美
術
史
の
上
か
ら
は
鎌
倉
時

代
の
終
わ
り
ご
ろ
か
ら
作
り
始
め
ら

れ
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

～～  ６６月月中中のの災災害害  ～～  

  

火火  災災      1100 件件（（6666 件件））  

  

救救  急急  885511 件件（（55,,661100 件件））  

  

救救  助助    1100 件件（（7733 件件））  
          （（））内内はは HH2200 年年累累計計  

 

石
山
観
音
は
徒
歩
約
四
十
分
の
ハ

イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
で
、
老
若
男
女
を

問
わ
ず
誰
で
も
が
容
易
に
歩
け
ま

す
。
山
頂
に
登
っ
て
み
る
と
長
く
滑

ら
か
な
岩
が
あ
り
、
ち
ょ
う
ど
馬
が

頭
を
た
れ
て
草
を
食
べ
て
い
る
か
の

よ
う
に
み
え
る
こ
と
か
ら
、
「
馬
の

背
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
か

ら
の
眺
望
は
格
別
で
す
。
一
度
散
策

し
て
み
て
は
い
か
か
で
し
ょ
う
か
。

石
山
観
音
で
は
毎
年
四
月
の
第
二

日
曜
日
と
九
月
十
五
日
に
お
祭
り
が

あ
り
、
近
郷
近
在
よ
り
の
参
拝
者
で

賑
わ
い
ま
す
。（
小
菅
宜
治
） 

↑7月19日 県操法大会

に、消防音楽隊も出演し

ました。 

↓7月9日 防火管

理者講習会が三重

県総合文化センタ

ーで開催されまし

た。 

↑7月28日 東海地

区消防救助技術指

導会に出場する隊

員の激励会が開催

されました。 
 


